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らざらん 18ｐ  

◆鷺長会開催予定 Ｈ30年   ☆和支部 6/10 表鷲津多目的ホール 

☆指導者講習会 6/23(土) 13～16 ｱｲﾐﾃｨ☆第二回運営会議 6/23(土) 10～12 

 ☆浜吟連練習 7/8(日)、7/15(日)9-12 ｱｲﾐﾃｨ ☆秋季練成会 9/23（日）新居地域ｾﾝﾀｰ 

☆鷺長会秋季練成会 9/23(日) 湖西市新居地域ｾﾝﾀｰ 

◇各会今後の予定 Ｈ30 年   

☆東海地方昇格試験 6/17(日）賀城園（昇格試験終了後東海地区常任理事会を開催 ） 

☆ﾎﾟﾘﾄﾞｰﾙﾙ吟詠会中部地区予選 7/1(日）9～17 ｺﾝｸｰﾙと研修会 浜松地域情報ｾﾝﾀｰ   

☆吟詠ｺﾝｸｰﾙ中部地区大会７/16（月・祝）岡崎せきれいﾎｰﾙ （前日は剣詩舞ｺﾝｸｰﾙ） 

☆浜吟連吟詠大会 7/22（日）Ｕﾎｰﾙ ☆浜松市民吟詠会 8/5（日）曳馬協働ｾﾝﾀｰ  

☆吟士権東海地区予選 8/5（日）名古屋市北文化小劇場 

 ☆翔鴻流静陵吟詠会４５周年記念大会 8/19（日）新居地域ｾﾝﾀｰ 

 ☆県総連吟詠研修会 9/23(日)清水ふれあいﾎｰﾙ ☆沼津吟詠会 25周年 10/21（日） 

☆浜松市民フェスティバル 10/21（日）Ｕﾎｰﾙ         166-1 

            

五月新入会員  ありませんでした。今後の増員活動を よろしくお願い致します 

H30年第一回鷺長会運営会議 日時 平成30年 5月19日（土） 
議事     午後 1時00分 開始 ～午後 2時50分 終了 場所 浜松アイミティ 

1.  鷺長会秋季練成会について Ｈ30/9/23 新居地域ｾﾝﾀ 担当支部  湖西支部   

 ６/23運営会議で 大会要綱を提出し募集を行う 7/28講師会前に抽選会を行う 

2.  地方昇格６/17（日）昇段昇格者注意事項   昇段試験４/28（土）終了 

鷺長会吟行 ５月２７日（日） 名古屋城他、名古屋市内観光 参加５８名   

3. 総本部総会資料配布   代議員出席  ６/２（土）１３時～ 

   総本部東明未来塾東海地区  三期生 受講生募集 各支部候補者 6/15締切 

     開講日  7/7（土）、8/18（土）,10/6（土） 名古屋港湾会館 

吟詠推進事業浜松大会 H30/11/23（日）名古屋北文化小劇場 

     6/17昇格試験後打合せ予定     

   総本部８５周年記念大会の件 H31.2.17（金祝）地区ごと演題・催しについて  

     5/30 東海市芸術劇場下見とﾁｰﾑ８５打合せ予定 構成吟 浜松２会で３０分 

4. 東海地区行事予定    報告 

   東海地区吟士権大会 8/5（日） 名古屋北文化小劇場 １６名出吟 

5. 白鷺吟詠会行事について  

   白鷺吟詠会総会 H30/5/12（土） ｐｍ５～ 海老江西ｺﾐﾆｭﾃｨｰｾﾝﾀｰ 済 

   新役員 会長西村夕城・留任副会長 小井鶴伸・飯田報鷲・岡田岳遥 

新任副会長 森口雪孝・岩間鵠声・大鳥鷲照・酒井翔恵・中谷淞苑 

6. 県総連関係行事    

 静岡県総連吟詠ｺﾝｸｰﾙ H30/5/20 清水ふれあいホール 結果2ｐ別出 

県総連吟詠審査研修会 9/23（日）清水ふれあいホール（鷺長会秋季錬成会と同じ日） 

7. 浜吟連関大会 7/22（日） Ｕﾎｰﾙ   今月中に出席者申し込み（各支部毎） 

浜吟大会出場者練習会 7/8（日） 7/15（日）ｱｲﾐﾃｨ 9-12 時 

 浜松市民吟詠会参加者募集 8/5（日）曳馬協働センター 午前中 市広報で募集 

8. 鷺長会 会員増員対策委員会の立ち上げ検討 総本部目標は会員数 １２％ ２1人 

会員の勧誘について教室を増やす活動。 幼少年青年の会員を増やす活動。 

9. ﾎﾟﾘﾄﾞｰﾙｺﾝｸｰﾙ  参加者申し込み募集 7/1（日）浜松地域情報ｾﾝﾀｰ予約済   

吹き込み済みＣＤの購入促進の件内容確認 販売講習会への参加もしてください 

（吹込み者リストの配布 申し込み確認） 

10. その他   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

会員状況 （Ｈ30 年 4 月１日現在）  会員数 総数 179 名 （昨年 208 名）  事務局 

宗範 2 名､総師範 15 名､高師範 9､上師範名 11 師範 19 準師範 18 名 師範代 17 名 

  合計 91 名 

10 段 34 名 9 段 9 名 8 段 12 名 7 段 12 名 6 段 14 名 5 段 12 名 4 段 22 名  

3 段 18 名 2 段 11 名 初段 8 名 無段 36 名 合計 188 名 

81 歳以上 40 名 71～80 歳 87 名 61～70 歳 40 名 51～60 歳 5 名 21～50 歳 7 名  

20 歳未満 9 名 6 月 2 日関吟総本部総会の時 公認会２号の認定証が渡されます。 

(会の活力は会員数です。会員増強が現在の大きな課題です、 

幼少年の吟詠活動を盛んにしましょう。 若い人達に吟を伝えてゆきましょう！！) 

 
藤枝・田中城の図面 

☆ ポリドーﾙ吟詠会 競吟大会の予選と研修会 開催予定  H30年 7／1 (日)  

浜松地域情報センターホールにて行われます。実施要綱は連絡済 申込 理事長まで 

参加者募集中  多くの競吟参加者と研修会聴講の方を募っております。 

一般の方にも詩吟を知って貰うように 来て頂くように勧めて下さい    

吟詠講習会では、いろいろなアドバイスそして上達のヒントが得られます。 

吟詠上達のﾎﾟｲﾝﾄを掴んで頂きたいと思います。多くの皆様のご参加を待っております。 

 

  

細江分会小吟行報告-1 H30-5-2（水） 

 今年は焼津・藤枝・島田・金谷の東海道沿いを廻って来ま

した。行きたい所は幾つかありましたが、藤枝は蓮花寺池公

園へ花が目的でしたが藤はすでに終わり、皐月・紫陽花・蓮

はこれからで丁度、端境期でした。大きな池の上に子供達の

手作りの大きな鯉幟が沢山空を泳いでいました。また来て見

たい所でした。次に訪ねたのが丸型のお濠で有名な田中城址 

場内は学校に変わっていましたが周りの道筋に昔の面影が 

残っておりました。堅固な御城で攻めて来た敵は兵糧攻めに

するため周りの田んぼの稲刈りをして帰ることの繰り返し

で城は落ちなかったとﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｶﾞｲﾄﾞさんの話でした。 此の

城も浜松城と同じく出世城で、城主が出世して替わることが 

浜松城に次いで多かったことも聞きました。(続く) 

 

 

166・2 

財団全国吟詠コンクール静岡県大会結果  H30年 5月 20日（日）静岡市清水ふれあいﾎｰﾙ 

☆出吟者 13名参加中３名が入賞・奨励賞２名でした。１名欠席 

一般三部三位 紀野 実知子､入選 中瀬泰明､村瀬智恵子（中部地区ｺﾝｸｰﾙ ３名出場。）  

奨励賞 一般二部 星川晴美（次点）、三部牧田修景 

 （来年はさらに多くの参加を目指してください。更に多く若い人の参加を期待して 

います。） 
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大須観音参拝 若い人が多かった 

 

 

名古屋 徳川園の池 

 
  名古屋城 天守閣と 本丸御殿 ｈ30-5-27 

 

藤枝 蓮花寺池公園 5/2 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吟行は近い所でしたが天気に恵まれ、名古屋城が建て替えられる寸前、又とない機会に旅

行が出来ました。この次は少し距離を延ばして、面白い場所を紹介して頂き、出かけたい

と思います。今回の吟行で、思い出に残る事ありましたらおしらせください。詩でも歌で

も結構です。会報を通して皆様とつながりを深くしたいと思います。 

 

 

論語十二か月－10 論語は色々有名な教えを残しておりますが。また論語より出た熟語が

沢山あることも知りました。遠慮、敬遠、啓発、切磋琢磨 などがそれです。 

子曰わく、中庸の徳たるや、其れ至れるかな。民鮮(ｽｸ）なき事久し。（雍也第六）           

先師が言われた。「中庸の徳というものは、完全で最高だ。しかし一般の人の間に行われ

なくなってからひさしいなあ」  

子曰わく、黙して之を識
しる

し、学びて厭
いと

わず、人を誨
おし

えて倦
う

まず。何か我に有らんや。 

先師が言われた。「黙っていて心に深く知り、学んで飽くことが無く、人を教えて怠らな

い。そのほかに私に何があろうか」 述而第七  

子貢曰く、徳の修まらざる、学の講ぜざる、義を聞きて徙
うつ

る能
あた

わざる、不善の改むる能

わざる、これ吾憂
うれ

いなり。述而第七 

先師が言われた。「徳が身に付かないこと、学が究められないこと、正しい道を聞いても

行うことが出来ないこと、悪い行いを改めることが出来ない事の四つが、常に私の心を 

いためるものである」 

子曰わく、道に志し、徳に拠り、仁に依り、芸に游ぶ。述而第七 

先師が言われた。「人として正しい道に志し、これを実践する徳を本とし、仁の心から離

れないようにする。そうして世の中に立つ上に重要な芸に我を忘れて熱中する」 

 

 

徳川美術館前で全員写真 

(発行責任者) 公益社団法人関西吟詩文化協会 浜松鷺長会  会長  飯田報信  事務局長 森下報薫   

            広報委員 沢木洋伸、鈴木修榮 飯田報峡、金原修潜、小倉祥司、水野薫、  166-４ 
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名古屋城つつじの展示会開催中 


